
流体雑音低減型水中発射管構成要素の研究試作
魚雷等を射出する際の発射音を敵に察知され、早期回避による攻撃効果の低減及び敵からの反撃を防止するため、水中発射管の構成要素について研究し、発射
音の低減について検証することにより、潜水艦の静粛化設計に反映する技術を確立する。

現状・課題 魚雷そのものの静粛化が進んでいる一方、射出時に発射管から出る発射音については静粛化が進んでいないため、射出音が探知されることで
早期に回避行動をとられて攻撃の成功率が低くなっているとともに、潜水艦の存在域を特定されるリスクが高まっている。

インプット
（資源）

アクティビティ
（活動） 初期アウトカム

アウトプット
（活動目標）

アウトカム（成果目標） インパクト
（社会的な影響）中期・長期アウトカム

総事業費
（予定）

約３４億円※
(６か年計画)
※試験のための試験
研究費は別途計上

研究試作開 発

先行研究で行った模型試験
や数値解析の成果を活用す
ることで関連試験項目を削除
し、既存の陸上試験装置を
活用

実環境下での試験を実施

【政策目標】
我が国自身の防衛体
制の強化

【施策目標】
・従来の領域における
能力の強化
・技術基盤の強化

我が国周辺海空域で
広域において常続監視
を行い、各種兆候を早
期に察知する態勢を強
化する。

発射音の低減
数値解析等を用い、既存艦
と比較して射出水流に起因
する雑音を低減する

射出水流の可変制御

潜水艦の戦術状況に応じて、
射出水流を制御可能とする

研究経費の削減

既存の陸上試験装置を活
用することで、研究経費の
削減（関連試験経費及び
試作費を低減）

早期装備化
試験潜水艦※1に搭載して
試験し、実環境下を含め性
能評価を行うことで、開発試
作を経ることなく、成果を設
計に反映

技術的課題の解明

将来潜水艦

ポンプ流体雑音低減
技術及びポンプ水流
制御技術の確立によ
り、本事業の研究成
果を反映させた将来
潜水艦において、魚
雷発射音の被探知
範囲を縮小させること
ができ、自艦の安全
性を確保しつつ、隠
密性を保ったまま有
効な魚雷攻撃が可
能となる。

総合評価

我が国周辺国の潜水艦のソーナー探知能力及び静粛性の向上に伴い、敵国艦艇の早期回避による我が
国潜水艦の攻撃効果の低減及び敵からの反撃を防止するため、魚雷を射出する際の発射音を低減する必
要性は理解できる。また、既存試験装置の使用、先行研究の成果の活用及び効率的な試験の実施に努
めており、本事業に着手することは妥当であると判断する。
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実
施
内
容

本事業（研究試作）

試験

＜開発実施線表＞

ポンプ

※１能力向上の加速化のため、新に導入される潜水艦

ポンプ流体雑音低減技術
数値解析等により、射出
水流に起因する雑音を低
減する技術の確立

ポンプ水流制御技術
雑音の発生を抑えつつ、必
要に応じポンプ水流を制御
する技術の確立

既存試験装置の活用

早期装備化の方策


